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DPP-4 阻害薬で生じる有効性の民族差が 2 型糖尿病の病態の民族差に起因することを明らかにした。これらの知見は、2
型糖尿病治療薬の国際共同治験を実施する際の重要な情報となると評価した。 
令和 2年 1月 9日の公開発表会において研究内容について、野中友香より口頭発表を行った。その後、学位論文が提出
され、記載内容について主査と副査による個別面談を受けた。令和 2 年 2月 26日に最終発表を行い、発表内容に関して
質疑応答を行った。以上の博士論文発表と質疑応答の内容を踏まえて、最終試験担当者間で協議を行ったところ、博士（薬
科学）の学位を授与するに値する論文であると判断した。 
